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史跡小牧山主郭地区第２工区説明書

本設計範囲は、令和３年度工事開始の第５工区、同４年度工事予定の第１工区に引き続くもので、下図の位

置を予定している。

１．整備方針

●「史跡小牧山保存活用計画」（令和２年３月）策定を踏襲した整備とする。

●「史跡小牧山主郭地区整備基本計画修正版」（平成３１年３月）や、それを

基に設計が行われた、第５工区、第１工区実施設計を参考に設計を行う。

●これまでの発掘調査成果に基づき、遺構面を保護しつつ設計を進める。

２．整備内容

①遺構整備

・石垣Ⅰ、Ⅱ復元整備と確認された石垣の整備

  ・岩盤整備（石垣のかわりに岩盤を削った箇所）[岩盤擁壁] 
    ※岩盤強化処理については、ＯＨ100(ｴﾁﾙｼﾘｹｰﾄ)・290（撥水材）やＴＯＴ

（ケイ素含有ｱﾙｺｷｼﾄﾞ溶液）を検討

・大手道整備

・曲輪 001（部分）、曲輪 021（部分）、曲輪 012 
・土塁（大手道沿いの土塁）

・その他 ― 玉石敷き、玉砂利敷きなど

②園路、園地整備

・曲輪 001 は、展望広場として整備（ベンチ類を設置）

・曲輪 021 は、曲輪表示整備

・曲輪 012 は、大手道として整備

・高低差解消のための手摺り付木製階段の整備

・広場や、園路周りで周辺との高低差が激しい箇所は柵を設置

（低木植栽+進入防止柵[第 5,1 工区と同様]、木柵[史跡内各所で使用]など）

・主要箇所には解説板を設置

③植栽整備

・低木（サツキツツジ等）、地被類（コグマザサ、タマリュウ、野芝等）、

特殊な工法として、復元石垣上部に野芝ロールを使用

・高木は使用しない。

④設備関係

・雨水排水設備 ― 山頂広場部周りは石側溝を設ける

― 曲輪 012 の岩盤擁壁下部には、チャート材砕石を用いた

排水路を設ける

― 必要箇所には暗渠管を設ける（曲輪 012 を想定）

・給水設備 ― 水飲み等給水設備は設けない

・電気設備 ― 既存ライトアップ照明更新のための基礎を設置

― 歴史館正面大手道沿いにフットライトを設ける（演出照明）

― 上記施設用の電線管路を布設

※電線に入線は次年度以降

― 桜の馬場便所付近から架空線で配線されている公園灯の更

新のための電線管路の布設

第５工区

第１工区

第２工区

※上記整備計画図は、「史跡小牧山主郭地区

整備基本計画修正版」を使用。
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史跡小牧山主郭地区第５・１工区整備図
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史跡小牧山主郭地区第2工区　整備計画図（案）



第4次発掘調査
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第4次発掘調査
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78.688

79.818

61°

2
0
°

8°

G区 B'-B

第２次発掘調査

平成10年0２月

77.576

77.386

78.000
78.140

78.888

78.875

80.150

80.652

2564

80.892

2
7°

60°

1
9°

G区 C'-C

第２次発掘調査
平成10年0２月

78.222
78.188

78.895 78.979

80.394
80.590

81.000

1463

72°

74°

36°

7
07

1
4
14

4
81

岩盤露出

土系硬化舗装（防カビ仕様)

自然色舗装（耐圧）
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G区 E'-E

第２次発掘調査
平成10年0２月

77.700

77.938 77.947

77.715 77.654

79.000

79.000

80.486

80.755

994

57°

61°

1
3
41

2
93

1
7
59

G区 F'-F

第２次発掘調査

平成10年0２月

78.023
77.909

77.770

77.800

78.895
79.053

79.577

80.487

80.832

60°

82°

57°

1
1
00

1
7
83

G区 G'-G

第２次発掘調査

平成10年0２月

78.030 78.043 77.985 77.753

79.134 79.152

80.462
80.660

60°

74°

1
5
07

1
3
99
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V-ｄ区　アゼ③(j-j')断面図

第9次（2018）

下段通路状平坦面

上段通路
状平坦面

約
3
.
2
ｍ

約
2
ｍ

1
.
2
m

69.90

69.98

77.39

1:
1.
5

大手道 崖　面 石垣復元 法面保護 大手道 植栽保護
[土系舗装]

[新補石材]
[コグマザサ植栽] [土系舗装] [野芝植栽]

V-d-j'

V-d-j

77.542

78.436

77.115

75.671

76.430

75.550

73.073

69.928

69.765

70.36

76.03

77.68

1:
1.
0

1:1
.5

▽76.03

i=3%

[70.22]

[70.13]

[74.26]

岩盤露出

新補石材(控え300以上）

ｽﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾄﾞ不織布(目詰防止)

木柵

土系舗装

川原石敷き

川原石表示

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

[川原石敷並]
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第12次発掘調査

YS-①　断面図

68.737
68.919

69.231

69.782

71.117

73.367

72.260

71.592

70.757

71.05

74.407

1
2
00

68.626

大手道整地面

大手道整地面

曲輪022

遺構面

[70.00]

[71.96]

i=18%

i=5%

YS-②交点

[69.89]

[68.92]

[69.05]

石垣面Ｃ 南壁ｾｸｼｮﾝ(k-k')

k

k'

平坦面

74.704

73.427

72.764
72.545

70.203

69.941

71.189

[70.43]

[71.31]

大手道崖　面

[土系舗装]

石垣復元

[新補石材]

法面保護

[コグマザサ植栽]

岩盤露出

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

新補石材(控え300以上）

ｽﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾄﾞ不織布(目詰防止)

岩盤露出

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

新補石材(控え300以上）

大手道崖　面石垣復元

[新補石材]

法面保護

[コグマザサ植栽]

[土系舗装] [土系硬化舗装(防カビ仕様)]
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第12次発掘調査

YS-②　断面図

72.160

69.89269.875

67.203

66.785

68.558

69.173

69.422

1
2
00

J-J'断面を合成

1：
1.8

遺構面

65.713

i=8%

i=6%

[69.63]

[67.54]

[70.12]

大手道

[土系舗装]

石垣復元
[新補石材]

石垣復元

[新補石材]
法面保護

[コグマザサ植栽]

崖　面

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

新補石材(控え300以上）

転落防止柵

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

新補石材(控え300以上）

岩盤露出
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ｉ

ｉ'

72.577

72.100

72.840

75.754

75.487

73.674

76.080

V-ｃ区　アゼ②断面図　ｉ-ｉ'

1
2
00

▽76.20

1:
1.
5

[72.41]

[74.04]

大手道 崖　面
[土系舗装]

石垣復元 法面保護 大手道

[新補石材] [コグマザサ植栽] [土系舗装]

岩盤露出

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

木柵
土系舗装

新補石材(控え300以上）

ｽﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾄﾞ不織布(目詰防止)

ＳＡ02

h'

ｈ

73.265

72.378
72.173

71.370 71.513

72.052

71.638
72.228

1:1.3

73.970

園　路
(階段)

土塁(天正)

造成(永禄)

1:
1.
5

i=3.0%3
00

3
00

i=8%

ｈ-ｈ'　断面図

[芝側溝]

[新補石材]

土塁復元

[コグマザサ植栽]

大手道

木柵

[土系舗装]

排水路（ﾁｬｰﾄ材砕石）

岩盤露出

石垣復元

[新補石材]

崖　面

新補石材(控え300以上）
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83.91

84.28

84.28

84.39

85.47

83.76
83.92

84.79

84.18

84.33

84.13

83.53

84.18

85.46

85.4584.47

84.60

84.47

84.49

84.58

84.55

84.58

85.48

84.54

84.42

84.45

84.30

84.23

84.56

84.58 84.12

83.98
83.87

83.36

82.38

84.46

84.38
84.65

84.07

84.77
84.73

84.16

84.93

84.65

82.67

82.84

82.58

84.43

83.39

85.25

84.58

84.60

84.35

84.26

83.27

84.49

84.48

84.48

84.54

84.43 84.44

84.51

84.36

84.45

84.36

82.63

83.89

84.41

80.61

80.77

80.56

80.26

81.48

81.12

81.16

79.66

80.96

80.85

79.88

79.60

80.84

79.78
79.69

81.14

80.33

81.4881.96

81.09

81.15
81.13

81.13

82.15

82.17

84.58

B

C'

D D' E

E'

B'C

Y-10'

SP1

Y-9'

Y-8' SP2

SP3

SP6

SP5

Y-7'

Y-6'

Y-4'

Y-3'

Y-2'

Y-1'

Y-5'

SP4

Y-3

Y-2

Y-1

Y-4

Y-5

Y-6

Y-7

Y-8

Y-9

Y-10

77.12

84.29

76.96

77.06

84.23

78.84

81.48

84.21

77.04

77.10

82.23

81.53

77.12

77.62

78.83

79.45

77.34

78.96

79.66

78.82

77.58

77.21

76.96

77.06

77.08

77.09

77.22

77.09

77.15

77.28

78.08

77.84

77.73

78.16

78.75

77.42
77.35

77.46

78.14

77.89

78.45

79.63 80.38

79.07

77.92
77.13

81.71

84.10

83.65

84.13

77.09

83.66

▽84.20

A
A'

B

B'

C

C'

D'

D

NO
3

NO
4

Y=-78,500

X
=-
23
,7
00

▽84.12

Y=-78,490

X
=-
23
,5
00

0 10m

[74.30]

[74.47]

[74.13]
[73.96]

公園灯

凡　　例

公園灯

公園灯（既設）

フットライト

電線管（電線管のみ)

ハンドホール

フットライト フットライト(ｿｰﾗｰ式)

ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ照明基礎

※電線管はGL-30cm下部に埋設
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電気設備計画図


